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田原通信大

 interviewee    

 人が集い、街のにぎわいをつなぐ 

 笑顔と気づきを引き出す工夫 

　こどもたちの楽しげな声が響く、トコトコ大田原の2階にある大田原市子ども未来館。「親子がいつでも遊びに来

られる場所を」と作られた、屋内大型遊具を備えた子育て支援施設です。開館から13年経った今も、市内外から多

くの家族が訪れ、街なかににぎわいが広がっています。こどもの成長をスタッフも一緒に見守りながら、遊びを通

して親子や利用者同士の交流が生まれる場として親しまれています。

　トコトコ大田原は、中心市街地のにぎわいを創り出すために

整備された複合施設です。当時近くになかった図書館や子育て

支援施設、診療所や産直スーパーなど、市民交流の場となる施

設や店舗が集い、親子連れから高齢者まで多くの方が訪れる地

域の施設になりました。

　小さい頃からこの場所で育った渡邉さんは「こどもたちの声

が響く施設に育ってくれてうれしい」と話します。施設の管理を

担う大田原まちづくりカンパニーの秋元さんも、「人が集まるこ

とで、市街地がもっとにぎやかになれば」と思いを込めます。

　開館当初の土日は、靴箱が足りなくなるほど多くの家族

が訪れました。現在は定員制を導入し、混雑時も安心して遊

べる環境づくりを続けています。「楽しんで帰ってもらいた

い」と、開館から変わらぬ思いでスタッフが見守ります。

　遊具の他、身近な物をテーマにした通称 “○○探し”も好

評で、先に見つけた子は先生役になって友達に教えているそ

うです。大田原にちなんだ館内の飾り付けを通して、遊びな

がら自然と街に親しめる工夫が取り入れられています。

秋元 さん

大田原に住んでいて「当たり前」なことが移住者に
とっては「魅力」に感じられることも。この通信で
は、毎月１回大田原の隠れた魅力をお伝えします。

大田原市移住・定住交流サロン通信

遊びながら育つ、つながる
(株)大田原まちづくり
カンパニー

ほぼ同じ構図で撮った中心市街地。

街の風景は変わっても、人が集い、つながる場所

としての温かさが今も息づいています。

【写真】左から、渡邉さん、秋元さん、子ども未来館スタッフの方々
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子ども未来館   館長

見守る人がいて、遊びの中に小さな発見がある。そん

な時間が、こどもたちの笑顔につながっています。
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ライスライン沿いなど

InstagramInstagramHPHP

0287-47-4125 　　9:00～16:30

1歳未満：無料

1歳～6年生まで：1人200円

平日年間パスポート：2000円

休

 “また会いたい”が生まれる場所 


 遊びの先にも、広がる時間 

　子ども未来館で遊んだ後は、図書館で本を選んだり、産直ス

ーパーで買い物を楽しんだりと、同じ建物の中で様々な時間を

過ごせるのも魅力です。一時保育もあり、親子それぞれに合っ

た過ごし方ができるので、子育て中の保護者にとっても心強い

場所になっています。秋元さんは「地元に住んでいて来たこと

がない方にも、ぜひ気軽に足を運んでほしい」と話します。

▶一番人気の滑り台は、

親子で滑れて迫力満点！

▼「ピッして！」と、自

分から年間パスポートを

スタッフに見せる様子。

お問合せ

大田原市の移住相談窓口

大田原市移住・定住交流サロン
大田原市本町1-3-1  大田原市役所A別館2階
Tel：0287-23-8794 (平日/9:00～17:00)

Mail：salon@ohtawara-ijyu.jp

　「怖がっていた子が初めて滑り台に身を任せ、最後まで滑れ

た瞬間に立ち会えると、とても元気をもらえる」と渡邉さん

は話します。周りの親子も一緒に励まし、お手本を見せなが

ら「何とかしてあげたい」と皆で挑戦を見守るそうです。

　また毎日のように通っていた子と会えなくなる“常連さんロ

ス”も、長く関わってきたからこその思い。「こどもたちに出

会わせてもらい、次のステップへと送り出せる場所だと感じ

ています」と、優しく語ってくれました。

　昼は少年野球の掛け声や声援、アナウンスが響き

渡り、見ている私たちまで遠き思い出に浸ります。

夜の桜を愛でながら、昼間の爽やかな情景を思い起

こさせる不思議な空間…イチオシです。（渡邉さん）
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　田んぼの多い環境で育ったのもあって。田植えの

前のわずかな期間、水鏡に景色がきれいに映り込む

景色が好きです。風の流れが目に見えて、カエルや

生き物が動き出すんですよ。（秋元さん） 大田原の暮らし、地域情報など発信中！
担当課：大田原市役所 総合政策部
政策推進課

InstagramFacebookホームページ

 見守る人がいるから、一歩踏み出せる 

　トコトコができたことで、商店街へ足を延ばす人が増えたと秋元

さんは話します。多くの家族が集まる中、遊具だけでなく、スタッ

フに会うのを楽しみに訪れる子もいます。そんな温かな関係も、こ

の場所ならでは。「トコトコを通して、人と街が一緒に育っていく場

所になれたら」と、お二人は柔らかな笑顔を見せてくれました。

子ども未来館は再入場できるので、図書館の後に

来るなど、トコトコ内を行き来できるのも強み。

仲良しなスタッフさんとハイタッチ！

わくわくらんど

▼ 乳幼児の一時預かりや、食育や軽運動ができる部屋も！

一時保育センター 親子ふれあいキッチン 親子レクリエーション
ルーム

  トコトコ大田原（2階）
   

 子ども未来館
 
　   …  わくわくらんど  …

大田原市


